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WB 1:2000-1:10000,ICC/IF 1:200-1:1000,ELISA 1:5000-1:20000,IP 1:50-1:200

Calculated MW:97kD;Observed MW:120kD

NFKB2

NFKB2;LYT10;Nuclear  factor ~ NF-kappa-B  p100  subunit;DNA-binding  factor
KBF2;H2TF1;Lymphocyte translocation chromosome 10 protein;Nuclear factor of kappa light
polypeptide gene enhancer in B-cells 2;0ncogene Lyt-10;Lyt10
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	応用
	抗原情報
	背景
	細胞局在：細胞質、核。核因子κBサブユニット2（NFKB2）ホモ・サピエンス。この遺伝子は、転写因子複合体である核因子κB（NFκB）のサブユニットをコードする。NFκB複合体は多くの細胞種で発現し、炎症および免疫機能に関与する遺伝子の中心的な活性化因子として機能する。この遺伝子によってコードされるタンパク質は、二量体形成パートナーに依存して、転写活性化因子としても転写抑制因子としても機能する。p100全長タンパク質は、翻訳時にp52活性型へとプロセッシングされる。B細胞リンパ腫では、この遺伝子座の染色体再編成および転座が観察されており、その一部は融合タンパク質の形成につながる可能性がある。この遺伝子の偽遺伝子は18番染色体に存在する。選択的スプライシングにより、複数の転写産物バリアントが生じる。[RefSeq提供、2013年12月]
	研究分野
	-
	画像データ
	

	Hela細胞ライセートを4～20% SDS-PAGEで分離し、膜をNFkB-p100ウサギモノクローナル抗体（1:1000）でブロッティングした。抗体の検出にはHRP標識ヤギ抗ウサギIgG(H + L)抗体を用いた。

